
          

            

    

    

 

 

「

地

域

フ

ォ

ー

ラ

ム

」

で

は

、

３

月

２

３

日

に

久

慈

か

ら

盛

ま

で

開

通

し

た

三

陸

鉄

道

の

中

村

一

郎

社

長

を

講

師

に

迎

え

「

三

鉄

つ

な

が

る

、

つ

な

げ

る

三

鉄

～

こ

れ

か

ら

の

三

鉄

が

果

た

す

役

割

」

と 

          

                     
題

す

る

特

別

講

演

を

い

た

だ

き

ま

す

。

震

災

復

興

か

ら

振

興

に

三

陸

鉄

道

が

果

た

す

役

割

に

つ

い

て

決

意

を

こ

め

て

訴

え

て

い

た

だ

き

ま

す

。 

 

続

い

て

第

１

回

の

フ

ォ

ー

ラ

ム

か

ら

連

合

岩

手

が

震

災 

          

           

復

興

に

ど

う

関

わ

る

か

に

つ

い

て

と

も

に

考

え

て

き

た

岩

手

大

学

の

杭

田

俊

之

准

教

授

か

ら

「

希

望

の

も

て

る

a
ll 

f
o

r
 a

ll

の

地

域

づ

く

り

」
を

テ

ー

マ

に

基

調

提

起

を

い

た

だ

き

ま

す

。

復

興

は

地

域

住

民

一

人

ひ

と

り

を

包

摂

す

る

取

り

組

み

と

し

て

展

開

さ

れ

る

べ

き

と

い

う

考

え

方

を

基

調

と

し

て

、

連

合

岩

手

が

め

ざ

す

べ

き

運

動

の

方

向

を

提

起

し

て

い

た

だ

き

ま

す

。 

 

今

回

の

「

地

域

フ

ォ

ー

ラ

ム

」

で

は

、

復

興

と

地

域

づ

く

り

を

推

進

し

て

い

る

団

体

か

ら

活

動

報

告

と

連

合

へ

の 

          

           

課

題

提

起

を

し

て

い

た

だ

き

ま

す

。

宮

古

社

協

で

「

子

ど

も

食

堂

」

に

取

り

組

む

有

原

領

一

さ

ん

、

高

齢

者

の

引

き

こ

も

り

対

策

と

社

会

へ

の

関

わ

り

の

推

進

を

「

薪

づ

く

り

と

販

売

」

を

通

じ

て

実

践

す

る

釜

石

社

協

の

菊

池

亮

さ

ん

と

（

一

社

）

ゴ

ジ

ョ

る

の

細

川

隼

さ

ん

、

子

ど

も

の

居

場

所

づ

く

り

を

地

域

の

人

々

と

進

め

る

三

陸

ひ

と

つ

な

ぎ

自

然

学

校

の

伊

藤

聡

さ

ん

、

柏

﨑

未

来

さ

ん

に

提

起

・

議

論

し

て

い

た

だ

き

ま

す

。

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

は

、

釜

援

隊

で

地

域

づ

く

り

に

取

り

組

む

手

塚

さ

や

香

さ

ん

に

お

願

い

し

て

い

ま

す

。 

 

連

合

岩

手

が

「

協

働

・

連

携

」

の

新

た

な

ス

テ

ッ

プ

に

踏

み

出

す

「

２

０

１

９

地

域

フ

ォ

ー

ラ

ム

in

釜

石

」
に

積

極

的

な

参

加

を

お

願

い

し

ま

す

。

な

お

、

当

日

は

、

釜

石

地

方

森

林

組

合

な

ど

の

物

販

コ

ー

ナ

ー

も

設

置

し

ま

す

。 

                                      

 

「
２
０
１
９
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ムin

釜
石
」
を
開
催 

 

連

合

岩

手

は

、
「

震

災

復

興

＆

ク

ラ

シ

ノ

ソ

コ

ア

ゲ 

２

０

１

９

地

域

フ

ォ

ー

ラ

ム

in

釜

石

」

を

４

月

１

３

日
（

土

）
１

３

時

３

０

分

～

釜

石

情

報

交

流

セ

ン

タ

ーP
IT

で

開

催

し

ま

す

。 

 

３

年

目

を

迎

え

る
「

地

域

フ

ォ

ー

ラ

ム

」
は

、「

議

論

」
の

段

階

か

ら
「

協

働
・
連

携

」
の

段

階

へ

の

ス

テ

ッ

プ

ア

ッ

プ

の

出

発

点

と

位

置

づ

け

、
震

災

復

興

の

様

々

な

取

り

組

み

に

連

合

が

関

わ

る

可

能

性

を

探

り

ま

す

。 

     

写 真 上 か ら 、 三 鉄 ・ 中 村 社 長 、 岩 大 ・

杭 田 准 教 授 、 釜 援 隊 ・ 手 塚 さ ん  

３．１１から８年…「議論 」から「協働 ・連携 」へ 

❏

❏ ❏



                                      

          
 

第

９

０

回

メ

ー

デ

ー

集

会

は

２

０

１

９

年

４

月

２

７

日

（

土

）

に

県

内

各

地

で

開

催

さ

れ

ま

す

。 

 

釜

石

・

遠

野

地

協

で

は

、

今

年

も

釜

石

地

区

と

遠

野

地

区

で

集

会

を

開

催

、「

働

く

者

の

祭

典

」

を

祝

い

ま

す

。 

 

今

年

の

ス

ロ

ー

ガ

ン

は

「

格

差

を

な

く

し

、

平

和

を

守

る

！

笑

顔

あ

ふ

れ

る

未

来

を

つ

く

ろ

う 

す

べ

て

の

仲

間

の

連

帯

で

！

」

で

す

。 

第

９

０

回

と

い

う

節

目

の

メ

ー

デ

ー

を

迎

え

、

改

め 

            

昨

年

の

釜

石

地

区

集

会

。
あ

い

さ

つ

す

る

大

和

田

議

長 

         

て

メ

ー

デ

ー

の

原

点

を

再

認

識

す

る

と

と

も

に

、

労

働

者

の

地

位
・
労

働

条

件

の

向

上

、

人

権
・
労

働

基

本

権

の

確

立

、

民

主

主

義

の

発

展

、

恒

久

平

和

の

希

求

に

深

く

貢

献

す

る

こ

と

を

め

ざ

し

ま

す

。

あ

わ

せ

て

メ

ー

デ

ー

の

持

つ

発

信

力

を

活

か

し

社

会

的

う

ね

り

を

呼

び

起

こ

す

運

動

を

展

開

す

る

と

と

も

に

、

家

族

の

参 
加

や

地

域

の

諸

団

体

と

の

連

携

を

強

化

し

、

社

会

を

支

え

る

す

べ

て

の

人

た

ち

と

絆

を

広

め

る

重

要

な

契

機

と

す

る 

             

昨

年

の

遠

野

地

区

集

会

後

の

デ

モ

行

進 

         

こ

と

を

め

ざ

し

ま

す

。 

 

釜

石

地

区

で

は

、

釜

石

情

報

交

流

セ

ン

タ

ー

多

目

的

ホ

ー

ル

を

会

場

に

１

４

時

か

ら

集

会

を

開

催

し

ま

す

。
「

釜

石

・

大

槌

の

市

民

h

・

町

民

と

楽

し

む

メ

ー

デ

ー

」

を

テ

ー

マ

に

ア

ト

ラ

ク

シ

ョ

ン

も

予

定

し

て

い

ま

す

。 

                    

         

遠

野

地

区

で

は

稲

荷

下

屋

内

運

動

場

を

会

場

に

１

３

時

か

ら

集

会

を

開

催

す

る

予

定

で

す

。

今

年

は

休

日

開

催

で

あ

り

、

家

族

や

一

般

市

民

も

一

緒

に

第

９

０

回

と

い

う

節

目

の

メ

ー

デ

ー

集

会

を

祝

い

た

い

と

思

い

ま

す

。

積

極

的

な

参

加

を

お

願

い

し

ま

す

。 

                    

                                      

釜石地区集会 １４：００～釜石情報交流センターPIT 

遠野地区集会 １３：００～（予定 ） 稲荷下屋内運動場 

第

９
０
回

メ
ー
デ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン 

「
格
差
を
な
く
し
、
平
和
を
守
る
！ 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
未
来
を
つ
く
ろ
う 

す
べ
て
の
仲
間
の
連
帯
で
！
」 

  

メーデーとは？  
低 賃 金 と 長 時 間 労 働 に 苦 し め ら れ て い た 米 国 の 労

働 者 が ゼ ネ ス ト（ ゼ ネ ラ ル ス ト ラ イ キ・全 国 的 な 規 模

で 行 わ れ る 労 働 争 議 ） を 行 っ た の が １ ８ ８ ６ 年 ５ 月

１ 日 で 、以 降 も ５ 月 １ 日 に ゼ ネ ス ト を 実 施 、こ れ が 世

界 の 労 働 組 合 に 広 が り １ ８ ９ ０ 年 ５ 月 １ 日 に 第 １ 回

国 際 メ ー デ ー が 多 く の 国 で 開 催 さ れ ま し た 。 こ れ が

「 労 働 者 の 祭 典 」 と し て の メ ー デ ー の 起 源 に な っ た

の で す 。  

日 本 で は 、 １ ９ ２ ０ 年 ５ 月 ２ 日 に 第 １ 回 メ ー デ ー

が 東 京・上 野 公 園 で 開 か れ ま し た 。戦 時 中 は 政 府 に よ

り 開 催 が 禁 止 さ れ ま し た が 、戦 後 、労 働 組 合 の 活 動 再

開 と と も に 再 び 開 か れ る よ う に な り 、 日 本 の 労 働 者

の 地 位 や 労 働 条 件 の 向 上 、権 利 拡 大 を は じ め 、人 権・

労 働 基 本 権 の 確 立 、民 主 主 義 の 発 展 、恒 久 平 和 の 希 求

に 深 く 貢 献 し 、 そ の 役 割 を 果 た し て き ま し た 。  

 

 

２０１９年 ６月 ８日 （土 ）１０：５０  「シェアオフィス  マルダイ」（大 平 町 ３－９－１）集 合  

「森 林 機 能 の学 習 会 」「昼 食 」後 に１３：４５～１５：１５に植 林 活 動   １６：１０解 散  
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